
「清流の国ぎふ」の創生×ＳＤＧｓ

岐阜県
令和２年４月１５日
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○ 国土の真ん中に位置
○ 豊かな自然環境
○ 「清流」が育む匠の技や伝統文化

岐阜県の概要

（１）岐阜県の特徴

（３）課題

（２）「清流の国ぎふ」づくり

○ 少子高齢化 ○人口流出 ○地球温暖化 ○激甚化する自然災害

ＳＤＧｓの推進やモデル事業に取組み、これらの課題を解決 2

清流

農林業、伝統産業に不可欠

地域と地域の交流を促進

県民の生活に密接

県民の誇りとアイデンティティ



モデル事業の概要 ～「清流の国ぎふ」の創生×ＳＤＧｓ～
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「清流の国ぎふ」の
未来を担う人づくり

世界に誇る「ぎふブランド」
の創造と発信

モデル事業

美しい清流とそれを育む
豊かな森の保全と活用

・長良川源流の保全
・地球温暖化対策の推進
・木質バイオマスエネルギー
利用の促進 等

・障がいに関わらず活躍
できる環境の整備
・豊富な森林資源を
活用したぎふ木育の推進
・ふるさと教育の展開 等

・SDGsを視野に入れた
観光振興
・Society5.0に対応する
産業競争力の強化

自然と人が創り出す 世界に誇る「清流の国ぎふ」

≪2030年のあるべき姿≫

経済環境 社会



「長良川システム」
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「清流の国ぎふ」の
未来を担う人づくり

美しい清流と
それを育む豊かな
森の保全と活用

世界に誇る
「ぎふブランド」
の創造と発信

郡上踊り

地歌舞伎

森と里と川と海の連環
（長良川システム）

森

川海

里
（生活）

人の適切な管理によって
豊かな環境が守られる

森の手入れにより
豊かな森に

豊かな森は
豊かな川を育む

豊かな川は
良い鮎を育む

豊かな川は
豊かな海を育む

豊かな海は
稚鮎を育む

海から登る鮎は
山間地に恵みをもたらす

基礎調査（現地・文献等）により、現状の把握と課題を整理

2019年度

森の育成と鮎の生息環境の関係を
大学、関係団体等と連携して科学的に検討

基礎調査の結果を踏まえ、長良川の「個性」を分析、保全活動の
効果を「見える化」

2020～2023年度

＜想定テーマ＞（2019年度の課題整理によりテーマ、事業費等を再検討）
・落葉広葉樹の植樹の河川水栄養塩類、藻類への影響
・山林の手入れと河川地形の関係 ・森の生物多様性と河川生物多様性

森林保全が河川環境に
与える影響

根拠・理由
の明確化 漁業者等による森林保全

活動への動機付け

長良川の環境の特異性
（長良川の個性）

長良川システムを保全する
意義の明確化

中部山岳国立公園

清流長良川の鮎

地域資源の保全、活用、継承

経済環境

社会



課題

平均気温の上昇（温暖化）

河川から海洋へプラごみ流出

モデル事業 指 標

【長良川源流の保全】
・長良川源流の森育成事業

＜温室効果ガス排出量＞

2016年度

1,705.1万t-CO2

2030年度

1,421.6万t-CO2【地球温暖化対策の推進】
・「岐阜県気候変動適応センター」の開設

【プラスチックごみ対策の推進】
・ 「ぎふプラごみ削減モデルショップ」登録店舗の増加
・プラスチック資源循環推進のための普及啓発

＜長良川源流の森育成事業取組み面積＞

2018年

9.3ha
2023年

累計14.3ha
【地産地消型の木質バイオマスエネルギー利用の促進】
・木質資源ボイラー・ストーブ等の導入支援
・県民協働による未利用材の搬出支援

＜木質バイオマス利用量＞

2018年度

102千㎥

2023年度

197千㎥

モデル事業＜環境面＞
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美しい清流とそれを育む豊かな森の保全と活用



課題

一人当たりの県民所得 中部９県で最下位

モデル事業 指 標

【SDGsを視野に入れた観光振興】
・美濃和紙のブランド力向上
及び需要拡大に向けた支援

・中部山岳国立公園の魅力増進

・清流木曽川再発見プロジェクト
（仮称）の推進

・ONSENｶ゙ｽﾄﾛﾉﾐー ﾂ ﾘーｽﾞﾑの推進

＜美濃和紙ブランド認定商品数＞

2018年度
累計266商品

2016～2020年度

累計300商品

＜中部山岳国立公園自然体験プログラム受講者＞

2018年度
9,133人

2020年度

10,976人

【Society5.0に対応する産業競争力の強化】
・スマート林業の導入による木材生産の効率化

・航空宇宙生産技術開発センターにおける人材育成と
研究開発の推進

＜林業産出額＞

2017年度
97億円

2023年
101億円

＜県内航空宇宙産業の製造品出荷額＞

2017年度
2,217億円

2020年
4,000億円

モデル事業＜経済面＞

世界に誇る「ぎふブランド」の創造と発信
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課題

各分野で担い手不足

障がい者実雇用率は法定雇用率未満

若者の県外流出

モデル事業＜社会面＞
「清流の国ぎふ」の未来を担う人づくり

モデル事業 指 標

【女性の活躍推進】
・「ぎふ女(じょ)のすぐれもの」の認定と販売促進

【障がいに関わらず活躍できる環境の整備】
・「岐阜県障がい者総合就労支援センター」の開所

【豊富な森林資源を活用したぎふ木育の推進】
・「ぎふ木遊館」、「森林総合教育センター」の開館

【ふるさと教育の展開】
・「清流の国ぎふ」ふるさと魅力体験事業の推進

＜管理的職業従事者に占める女性の割合＞

2018年度 14.5％ 2020年度 18.2％

＜県内障がい者実雇用率＞

2018年度 2.14％ 2020年度 2.30％

＜新規林業就業者数＞

2012～2017年度
累計314人

2019～2023年度
累計400人

＜学校の特色に応じた課題解決型のふる
さと教育に取り組む県立高等学校数＞

2019年度

63校（100％）
2023年
63校（100％）
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三側面をつなぐ統合的取組

①「清流の国ぎふ」ＳＤＧｓ推進ネットワーク新設
② フォーラム等を通じた企業・県民へのＰＲ
③ 市町村の自律的な取組みへの財政支援
④ 民間の取組みの見える化（登録・認証制度）
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（２） 「オール岐阜」でＳＤＧｓを推進

（1）「３つのＣ」



統合的取組みによる相乗効果

経済環境

社会
「清流の国ぎふ」の
未来を担う人づくり

世界に誇る「ぎふブランド」
の創造と発信

モデル事業

環境面の相乗効果
・農林水産資源の
付加価値向上

経済面の相乗効果
・SDGsを意識した
経済活動による
環境負荷の軽減

経済面の相乗効果
・競争力・所得向上
に伴う担い手の増加

社会面の相乗効果
・担い手確保による
経済の活性化

美しい清流とそれを育む
豊かな森の保全と活用

社会面の相乗効果
・環境の保全の
取組みの活発化環境面の相乗効果

・環境保全意識、
美しい県土への
誇りの醸成
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多様なステークホルダーとの連携

○ 岐阜大学等研究機関
・学生への啓発 ・技術的・科学的助言及び研究

○ 世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会
・住民、企業への啓発 ・自律的な取組みの実践

○ 世界農業遺産国内認定地域連携会議
・研修会の共同開催 ・共同PRの実施

○ 世界農業遺産広域連携推進会議
・成功事例や課題を共有 ・共同PRを実施

○ 東南アジア漁業開発センター
・開発途上地域からの研修生受入れ

・専門研究員の派遣

○ 東アジア農業遺産学会
・世界農業遺産の価値向上に向けた日中韓の研究交流 等

社会経済

社会

環境

社会環境

社会環境

社会経済

社会経済
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自律的好循環の具体化に向けた事業の実施

「清流の国ぎふ」
ＳＤＧｓ推進ネットワーク

地域金融機関

中小企業

地域事業者

産業振興団体

大学等教育機関

団体・NPO

環境関係機関

医療・福祉団体

提案

資金協力

環境

社会

経済

事業の自走化

フィードバック

・UNESCO

・FAO

・東アジア農業遺産学会
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事業展開



自治体ＳＤＧｓモデル事業の実現可能性

（1）実施体制

（２） スケジュール

【2020年度】

【202１年度】

【202２年度】

・SDGs推進ネットワーク＜新設＞ ・専用ホームページ＜新設＞
・セミナー・フォーラム等によるPR ・市町村への財政支援

・事業者登録・認証制度＜構築＞

・事業者登録・認証制度＜運用＞

行政
（県・市町村）側面支援

（財政、登録・認証制度）

地域金融機関

中小企業

地域事業者

産業振興団体

大学等教育機関

団体・NPO

環境関係機関

医療・福祉団体

「清流の国ぎふ」
ＳＤＧｓ推進ネットワーク
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「オール岐阜」でＳＤＧｓの推進

（金華山 と長良川）
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